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Mongolian Verb Formation Based on Chinese Loanwords
 祎丽琦
 YILIQI
要旨　中国領内のモンゴル族のモンゴル語が漢語と接触することによって変化が起こるこ
とについてたびたび報告されているが、それらのほとんどは黒龍江省のモンゴル自治県、
内モンゴル東部方言などに起こる言語変化の報告であり、内モンゴル中西部方言における
言語変化についてあまり触れなれていない。また、モンゴル語に漢語の影響による言語変
化が生じる現象における言語使用意識調査も多く見られ、漢語の借用方法、借用特徴につ
いてはあまり述べられていない。よって本稿は、内モンゴルシリンホト市を中心に調査を
行い、モンゴル語における漢語の借用、特に借用漢語をモンゴル語において動詞として機
能させるためどのような借用ストラテジーが取られているかについてまとめ、その特徴を
考察した。
１．はじめに
　中国には 50 余の少数民族がおり、そこでは少なくとも 80 以上の言語が用いられている
多民族多言語国家である（宮下　2007）が、その特徴として、漢民族の人口に対する少数
民族人口の割合の低さと漢族との雑居性の高さを挙げることができる。中国国家統計局が
発表した 2000 年の第５回人口調査によれば、中国の漢民族は 115,940 万人、少数民族人
口は 10,643 万人であり、総人口の 8.41％を占めるのみである1)。そこで少数民族は自分の
民族言語以外、主体民族（漢民族）の言語を使用する現象が起こるが、それを中国語では
「双语」と言い、日本語の「二言語使用」、英語の「bilingualism」に相当する。そして中
国領内のモンゴル族の人口は 581 万人であるが、おおよそ 403 万人のモンゴル人が内モン
ゴル自治区におり、内モンゴル総人口の 17％を占める。
　本稿の調査地であるシリンホト市は中国内モンゴル自治区中東部のシリンゴル草原に位
置する県級市である。内モンゴル2) は９地級市（地区クラスの市）と３盟を管轄するが、
中の一つの盟であるシリンゴル盟の行政公署の所在地はシリンホト市である。シリンホト
市の面積は 15.735㎢であり、モンゴル族と漢族を中心とした 15 万人の人口のうち、モン
ゴル族は３割近くの 4.35 万を占める（优木 1999）。人口の割合から分かるように漢族の人
口が圧倒的に多い。加えてモンゴル族と漢族の雑居性が高いため、モンゴル語を母語とす
るモンゴル人にとって、漢語は日常的に使用するものである。こうした言語接触がどういっ
た場合に言語変化を引き起こすのかという問題について Thomason（2001：66）は、２つ
　　　　　　　　　　　　　　　　
1) 2000 年の人口調査の情報については「中華人民共和国国家統計局 http://www.stats.gov.cn」　により
参考した。
2) 内モンゴル自治区は９地級市（地区クラスの市）、３盟を管轄する。下級行政区単位としては 21 市区、
11 県級市（県クラスの市）、17 県、49 旗、３自治旗がある。
300
人文社会科学研究　第 21 号
の言語集団の規模が異なり、多数派と少数派の数の上での開きが大きくなるほど、数の上
での少数派言語は多数派の言語による干渉を受けやすい、ということが指摘している。つ
まり、数の上で劣勢な言語の話者が優勢な言語とのバイリンガルである可能性は高く、さ
らにそのことは言語接触を促進する。本稿で扱うシリンホト市のモンゴル語と漢語の接触
はまさにこの状況だと思われる。
　このような中、シリンホト市のモンゴル語の使用状況は以下のようである。シリンホト
市には、モンゴル族学校は小学校が三校（漢民族学校十校）、中学校・高校が二校（漢民
族学校七校）あり、モンゴル族の学生たちは小学校一年3) から漢語の授業を受ける。また、
メディアはモンゴル語によるものがあり、町の看板、道路標示などの大半はモンゴル語と
漢語の両方で表記されているものである。政府の発行物はモンゴル語と漢語の両方がある
が、民間の一般の知らせなどはほとんど漢語のみである。
　モンゴル人の言語生活に大きな影響を与える漢語はモンゴル語に借用され、名詞をはじ
め動詞、形容詞、接続詞などに借用が見られる。モンゴル語が漢語に受ける影響について
の先行研究は、敖特根苏布德（2006）、及び Bao yuzhu（2008）による言語使用意識調査、
また言語内部の変化については姜跟兄 （2007）による内モンゴル東部方言における漢語借
用現象の調査、中国黒龍江省ドルブットモンゴル族自治県のモンゴル人の言語変化につい
ての包聯群（2003）による研究などがある。しかしながら、内モンゴル中西部のモンゴル
語における漢語借用現象についての研究はなされていない。そこで、本稿ではシリンホト
市を中心に調査を行い、漢語をモンゴル語において動詞として機能させるためどのような
ストラテジーが取られているのか、そしてそれぞれどのような特性を持っているのかにつ
いて考察した。なお、本稿で扱う借用は口語レベルのみに起こることをあらかじめ述べて
おく。
２．データ、コンサルタント情報、表記
2.1　データ
　内モンゴル中西部のモンゴル語における漢語借用について文字化されたデータが得られ
ないため、本稿では筆者が３回（2008 年９月-10 月、2008 年３月‒４月、2009 年９月‒10 月）
のフィールドワークにより収集した録音データを文字化したものを分析対象とする。録音
データの内容は、以下に紹介するコンサルタントの日常会話である。
2.2　コンサルタント情報
　筆者の調査に協力していただいた 11 名の方々の基礎情報は表１の通りである。年齢は
20 代から 50 代の間であり、男性４名、女性７名、そして全員シリンホト市に 20 年以上
在住している。
　 
　　　　　　　　　　　　　　　　
3) 2006 年から「新课程改革」により、モンゴル族小学校は一年生から漢語の授業を受けることになって
いるが、「新课程改革」を実施する前は小学校三年生から漢語の授業を受けていた。
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2.3　表記
　本稿では音声データを文字化する際、モンゴル語アルファベット表記を使用した。
　モンゴル語のアルファベットと国際音声アルファベット対照表は表２の通りである。
グロスには、次の表記法を用いた。
　借用漢語の表記については漢語拼音（ピンイン）を用いた。
　借用された漢語に下線を引き、文末に対応する漢字をつけた。
表２
母音：
アルファベット a e i o u ö ü
国際音声字母 a ə i ɔ 㷚 o u
子音：
アルファベット n b p q（k） G（g） m l s
国際音声字母 n b p x g m l s
アルファベット š t d y r w
国際音声字母 ʃ t d j r w
アルファベット f k h ts dz z ng lh
国際音声字母 f k h ts dz 㶾 ŋ 㶶
表１
名前 性別 年齢 学歴 職業 居住歴
B 女性 53 歳 大学卒業 図書館館員 29 年
O 女性 40 歳 中等専門学校 医　者 23 年
S 女性 42 歳 中学卒業 個人経営者 25 年
YR 女性 42 歳 大学卒業 医　者 37 年
G 女性 38 歳 高校卒業 主　婦 23 年
Y 女性 27 歳 大学卒業 高校教員 22 年
A 女性 27 歳 大学卒業 公務員 22 年
HH 男性 54 歳 短期大学卒業 公務員 51 年
HL 男性 32 歳 大学卒業 弁護士 27 年
X 男性 27 歳 専門学校卒業 公務員 24 年
H 男性 26 歳 大学卒業 公務員 22 年
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　借用漢語に付くモンゴル語接辞の前：「－」。そのためモンゴル語の母音 a と e の語末形
（o,u,ö,ü,n,h,G,s,š,l,m,y,r 音の後で分離して書かれる）をローマ字転写の際つなげて（ハイ
フン入れずに）書くことにした。
３．モンゴル語について
3.1　モンゴル語とは
　モンゴル語はモンゴル語族に属する言語の一つ。中央アジアのモンゴル高原を中心に分
布する、モンゴル族によって話される。
　モンゴル族の主な居住地は、モンゴル人民共和国、及び中国の内モンゴル自治区、甘粛
省、青海省、新疆ウイグル自治区などである。話者数はモンゴル人民共和国で約 180 万人、
中国内で 320～330 万人、総計 500 万人余りと推定される。現在の標準語についてみると、
モンゴル人民共和国では、1940 年代から、ロシア字を採用して、ハルハ方言に基づいた
文章語を発達させ、これを公用語としている。一方、中国内モンゴル自治区では、伝統的
な縦書きの文字で表示する「モンゴル文語」を使用し、口語標準語の発音の基礎には、正
藍旗のチャハル方言がおかれている。
　そして、モンゴル語の方言の分類は以下のようである（言語学大辞典）。
　　北部方言　　　ブリヤート
　　中部方言　　　ハルハ、チャハル、オルドス諸方言
　　東部　　　　　ホルチン、ハラチン諸方言
　　西部　　　　　オイラド諸方言
3.2　モンゴル語の語構成
　本稿では、漢語がモンゴル語の語幹として借用されるいくつかの方法をまとめることに
したため、まずモンゴル語の語構成について紹介したい。
　モンゴル語の語構成を次のように述べている。モンゴル語の語根は語の核となり、常に
語の先端の位置を占め、語形成接辞を取り、語形成の基となることによって、他の接辞か
ら区別される。モンゴル語の語根には必ず母音があり、その母音の上に語の主強勢が置か
れその母音が接辞の母音調和の法則に支配される異形態（allomorph）を決定する。語根
自身にはそのような異形態は存在せず、ただ語形成の接辞においてのみ少数の調和形があ
る。モンゴル語の語の先端部に位置する語根は一つずつ独立し、数量的に極めて多いのに
対し接辞の数は、その接辞の位置が語根から遠ざかれば遠ざかるほど少なくなり、類似の
性質によって一括され、文法的な範疇を構成する。語根に直接連なるところの語形成、語
幹形式は、数の上では語根と比較にならないほど少ないが、語の最後部に位置する再帰所
有語尾、動詞の時制・命令・希望などを表す語尾、副動詞語尾、形動詞語尾等よりは多く、
これらは実詞形成接尾辞、動詞形成接尾辞とまとめられる。しかし、語の最後部に存在す
る形態素は、数的には語形成接尾辞より少ないが、名詞の再帰所有語尾、人称所有語尾、
動詞の時制・命令・希望の語尾、副動詞語尾のように、多くの部分に分けられる。語形成
に参加する形態素はこのように語の中で前方にあればある程独立して、その数も多く、後
方に進むにつれて統一されて、数的に少なくなるのである。例えば、モンゴル語の「sai- 
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i-ra-Gul-ba」（改善させた）という動詞は、sai-（語根）- i-（語幹形成接尾辞）-ra-（語幹形成接
尾辞）-Gul-（語幹形成接尾辞）-ba（時制語尾）というように構成される。モンゴル語の接尾
辞は常に語根と語尾との間に位置して、いわば語根を語幹たらしめるに対し、語尾は常に
語の最後部に位置し、語幹を語たらしめる（小沢　1986）。
3.3　母音調和の法則
　「モンゴル語の語根の母音は接辞の母音調和の法則に支配される異形態（allomorph）を
決定する」と前述したが、本節ではモンゴル語の母音調和の法則を紹介する。モンゴル語
には他のアルタイ諸語と同様、母音調和という音韻法則があり、一語に共存しうる母音が
制限される。即ち、男性母音（張り母音 a, o, u）は男性母音同士で、女性母音（e, ö, ü）
は女性母音同士で一語をなし、男性母音と女性母音が一語に共存することはない。一方、
中性母音 i は男性母音とも女性母音とも一語内に共存することができるが、中性母音のみ
を主幹に成立する単語は女性語として扱われる。というのは、母音調和は、語尾（または
語幹）まで及ぶため、モンゴル文字では同じ意味を表す語尾でも普通、男性形と女性形と
いう二つの異形態を持ち、その際、中性語は女性語の語尾を取るからである（フフバート
ル 1993）。
　例：　sa i-Gsan（首を左右に振った）
　　　　se i-gsen（牛が片方の角で持ち上げるように突いた）
４．筆者のデータに観察される借用
4.1　借用ストラテジーのタイプ
　本稿では、モンゴル語において、漢語を動詞として借用するストラテジーについて、モ
ンゴル語動詞の語形成と語形変化に基づき、漢語語幹にモンゴル語の屈折接辞を付けて動
詞語幹を形成する（以降、「漢語＋屈折接辞」）、漢語語幹に派生接辞を付けて動詞語幹を
形成する（以降、「漢語＋派生接辞」）、漢語語幹に日本語の「する」に相当する意味のモ
ンゴル語動詞 ‘ki’ を後続させて動詞を作る（以降、「漢語＋ki」）、という３つのタイプにま
とめることができた。
4.1.1　漢語＋屈折接辞
　このタイプの借用の特徴は、モンゴル語が借用された漢語を語幹として受け入れ、それ
にモンゴル語の屈折接辞を付けることである。
１） terge　i　　ni　　　　ögere　hömün　　kai-Gad　　　　　  bolxu　yum　uu?
　　　車　　対格　３人称所属　　他　　　人　　　運転する―副動・分離　できる　助詞　   疑問助詞
　　車を他の人が運転しても大丈夫？　　‘kai’「䇖」
２） teyimü　örlüge　erte　７㶜aG　ber　da-qu  　　      　yum　 cini.
　　そんな　　　朝　　 早い　　７時　  造格　打つ―形動・現在　 肯定　　２人称所属
　　朝７時に電話するから。　　‘da’「打」
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３） büdügün  ban che  bol  yun che-kü 　  　 ni 　　　　GaiGui.
　　大きい　　　バス　　 なら  酔う―形動・未来　３人称所属　大丈夫
　　大きいバスならあまり酔わない。　‘ban che’「班车」、　‘yun che’「晕车」
４） yao dian　 kai- u 　　　　　baina　siu.
　　薬屋さん　　営む―副動・並列　助動詞　肯定
　　薬屋さんを営んでいるよ。　‘yao dian’「药店」、　‘kai’「䇖」
５） mongGol  em  㶜ini  　  　dui-gsen,  　　   　pei-gsen   　　     　em　 ni            
　　モンゴル   薬　２人称所属　合わる―形動・完了　合わせる―形動・完了　薬　　３人称所属　　
　　㶜inarlig  bol  jiu    sain  baidaG   ge ü  baina.　　 
　　いい質　 なら  なら　いい   助動詞　  伝聞   助動詞　　　 
　　モンゴル薬って、成分がよかったらいい薬ができるそうです。‘dui’「对」、 ‘pei’「配」
６） qömün  dan wei  dü   　 ni  　　   　u㶜i-Gad　　　　  nao-Gad, 　　       
　　人　　　 勤務先　　与位格　３人称所属　 行く―副動・分離　騒ぐ―副動・分離列　
　　norsi-ju            　 　  cida-na.
　　くどく言う―副動・並列　できる―現在
　　（あの人）勤務先に行って騒いだり、くどくど言ったりするから。‘dan wei’「单位」、‘nao’
 「闹」
　例文に見られるように漢語 ‘kai’「䇖」、‘da’「打」、‘yun che’「晕车」、‘dui’「对」、‘pei’「配」、
‘nao’「闹」などを語幹として借用し、モンゴル語動詞の屈折接辞を直接つけることができる。
4.1.2　漢語＋派生接辞
　モンゴル語の派生接辞には、出名動詞接辞、出動動詞接辞、出小動詞接辞4) の３種類が
存在するが、借用された漢語に付けることができるのは出名動詞接辞と出動動詞接辞のみ
であり、出小動詞接辞を付けることはできないと思われる。したがって、このタイプの借
用をこの二通りに分けることができる。
4.1.2.1　漢語＋出名動詞接辞
　このタイプの借用は漢語の名詞を動詞化する手段であると思われる。
７） degesü  ber   quan er-la-Gul-（u）Gad       　　  gürü-㶜ike-gsen   　　　　　ede.
　　ひも    　造格　 輪―n → v―使役態―副動・分離　 編んだ―完了相―形動・完了    物
　　ひもで丸い形にして編んだもの。　‘quan er’「圈儿」
　　　　　　　　　　　　　　　　
4) 塩谷茂樹（2007）「モンゴル語ハルハ方言における派生接尾辞の研究」では、モンゴル語の派生によ
る動詞語形成の接辞が出名動詞接尾辞（denominal verbal suﬃ  xes）、出動動詞接尾辞（deverbal verbal 
suﬃ  xes）、出小動詞接尾辞（departicle verbal suﬃ  xes）の３つに分けられているが、本稿ではこの概
念を基に、それぞれ、n → v、v → v、p → v というように示したい。
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８） tere  　　  㶜ini  　　　Gar-（u）5) GsaGar    yin-te-ne.
　　指示代名詞　２人称所属　出る―副動・継続　 癖―n → v―現在
　　それは行っていたら（やめられない）癖になる。　‘yin’「瘾」
９） bitegei      Manglai  　　  tu  　  yari-㶜iqa      da,   basa  namayi   la ba-da-la
　　禁止の助詞　マンライ（人名）　与位格　言う―完了相　 確認  また　 私（対格）ラッパ―n→ v―過去
　　gejü　  kelene.
　　助詞　　 言う
　　マンライに言わないでね、また私が余計なことを言っていると言うから。‘la ba’「喇叭」
10） bitegei 　   shen jing-te-ged 　    　　　bai.　　　　　　       
　　禁止の助辞　 神経質―n → v―副動・分離　　助動詞
　　神経質にならないでください。‘shen jing’「神经」
　以上の例に現れた漢語 ‘quan er’「圈儿」、‘yin’「瘾」、‘la ba’「喇叭」、‘shen jing’「神经」
は名詞であるが、モンゴル語の出名動詞接辞「te, da/de, la」を付けることによって動詞
化され、動詞としての働きを果たしていると思われる。
4.1.2.2　漢語＋出動動詞接辞
　モンゴル語の出動動詞接辞は、態接辞、相接辞、その他（-re/-re, -na）の三種類が存在
するが、筆者のデータに見られる借用漢語に付けられる接辞は態接辞と相接辞の二種類で
ある。
11） bi  ene 　　　 xuGo㶜aGa   e㶜üs   xoyar    ke 　gua-㶜iqa-Gsan. 
　　私　指示代名詞　学期　　　   末　　 二つ      科目　 掛ける―完了相（v → v）―形動・完了
　　私は今学期二つの科目を落としました。‘ke’「科」、　‘gua’「挂」
12） 㶜i     　tere       　dian hua  u     eyen    daGu　yi   iGaxan   tiao-㶜iqa,
　　あなた　指示代名詞　電話       　属格 再帰所属 音　   対格 ちょっと　調整する―完了相（v → v）
　　ayumar   daGutai.　　　
　　とても　　 音が大きい
　　あなた、その携帯の音をちょっと調整したら？音がとても大きいけど。‘tiao’「调」
13） egüde  ni  　  　  negege-gde-ged               　　　 shuai-Gda-Gad  
　　ドア　 ３人称所属　 開く―使役態（v→ v）―副動・分離　　 投げる―使役態（v→ v）―副動・分離
　　ükü-㶜ike-ne    　　  siü.
　　死ぬ―完了相―未来　 肯定
　　ドアが開けられ投げられて死んでしまうよ。　‘shuai’「甩」
　　　　　　　　　　　　　　　　
5)（u）, （ü）は、モンゴル語である種の接辞が子音で終わる語幹に付く場合に両者の間につなぎ母音とし
ての役割を果たすものである。
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14） tende  nige  han cheng liao li  ged  Gar-（u）Gsan  　　　i   　mede-ne  　üü, 
　　あそこ　一つ　韓国料理　　　　　助詞  出る―形動・完了　 対格 　知る―現在　 疑問助詞
　　lan-cixa-Gsan.
　　腐る―完了相（v → v）―形動・完了
　　あそこに一軒韓国料理屋さんができたのを知っている？最低だよ。‘han cheng liao li’
 「韩城料理」‘lan’「烂」
15） bang jia-Gda-Gsan  　　       　　　　ren zhi  ni  　　  talbi-Gda-㶜iqa- ai. 
　　拉致する―受身態（v→ v）―形動・完了　 人質    　３人称所属  解放された―受身態―完了相―完了 
　　強引に連れて行かれた人は解放されました。‘bang jia’「绑架」、‘ren zhi’「人质」
16） oG　  un　  yabo-qu        　gesen  am  ni        　  luan tao-㶜iqa-na        　　  ge ü  
　　もと　属格　行く―形動・未来  助詞　　道　 ３人称所属  乱れる―完了相（v → v）―未来  伝言
　　baina   siU.
　　助動詞   肯定
　　もともと行こうとした道が乱れてしまいそうだ。‘luan tao’「乱套」
17） Gar  㶜ini       　yaGaqiGad   㶜ingqitele  ben  　  shai-Gda-gad  
　　手　 ２人称所属  疑問代名詞　 そんな　　  再帰所属   日に当たる―使役態（v → v）―副動・分離
　　qara-la-㶜iqa-Gsan  　　　　　　 uu?
　　黒―n → v―完了相―形動・完了　　疑問助詞
　　あなたの手が何でそんなに日に焼けたの？‘shai’「晒」
　以上のように例文に現れた ‘gua’「挂」、‘tiao’「调」、‘shuai’「甩」、‘lan’「烂」、‘bang jia’「绑
架」、‘luan tao’「乱套」、‘shai’「晒」などの漢語動詞がモンゴル語動詞の派生接辞を付け
ることによって一回動詞化され、それから屈折接辞を付けるようになる。
4.1.3　漢語＋ ki
　このタイプの借用では、借用された漢語に日本語の「する」に相当する意味のモンゴル
語動詞 ‘ki’ を後続させることによって動詞の役割を果たす。しかし、こうした形の借用は
上述した二つのタイプの借用と形態的に異なる。すなわち、‘ki’ が漢語語幹に接辞として
付くのではなく、‘ki’ 動詞そのものが独立した動詞である。
18） shi zong　　  ki-gsen 　     　qömün　 eyen 　  olu-Gad　　  　　　   abuciqajai. 　
　　行方不明になる する―形動・完了　人　　    再帰所属　見つかる―副動・分離　 助動詞
　　行方不明になった人を見つけました。　‘shi zong’「失踪」
19） ba ba      㶜ini  　　   odo  ji chou    　ki-kü  　　　　　ben       bai-㶜iqa- ai.
　　お父さん   ２人称所属　 今    恨みを抱く　 する―形動・現在　再帰所属   やめる―完了相―過去
　　お父さんは今恨みを抱くのをやめた。‘ba ba’「爸爸」、　‘ji chou’「记仇」
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20） jing zheng　ki-ged,  　　　  alba 　    bar   kömün   cuG-la-Gul-（u） Gad     
　　競争する　　 する―副動・分離   無理やり　造格　 人　　    一緒―n → v―使役態―副動・分離
　　piao    　cuG-la-Gul-（u）Gad　           　　 fu shi zhang　   bar 　Gar-（u）Gad.
　　投票用紙  一緒―n → v―使役態―副動・分離　 副市長　　　　　 造格　 出る―副動・分離
　 　争って、人と投票用紙を無理やり集めたりして、副市長になったの。
　　‘jing zheng’「竞争」、‘piao’「票」、　‘fu shi zhang’「副市长」
21） ene  　　   o㶜ügedur    bi    bariqu    e㶜e   ben      emüne　xian zi er 
　　指示代名詞　 昨日　　　　 私　 整骨する　奪格  再帰所属  前　　　 サインする　
　　ki-lge-bel 　　　　    　taGaraqu    yum,    bi　qian zi er  ki-lge-sen     
　　する―使役態 - 副動・条件  正しい　　　肯定　　私　サインする   する―使役態―形動・完了
　　ügei,   ci 　　 marGasi   bu qian          　　ki-lge-㶜ike.
　　否定　 あなた　 明日　　　サインを付け加える  する―使役態―完了相
　 　これ、昨日整骨する時サインしてもらうはずだったが、してもらわなかった、明日こ
れにサインしてもらって。‘xian zi er’「签字儿」、　‘bu qian’「补签」
22） tui xiu　 ki-kü  　　　  　ge ü  baiGa   qömün  i    㶜ingge ü　ren zhen-de-ged 　　
　　定年する　 する―形動・未来　助詞　助動詞　人　　  対格  そんなに　 まじめ―n→ v―副動・分離
　　yaGaqixu 　yum ?　
　　どうする　　助詞　　　
　　定年しようとしている人をそんなにまじめにやらせてどうするのですか。‘tui xiu’「退休」
23） bi  uul  ni  　　   ariqi   uuGu-㶜iqa-Gad  　　　 　daraGa  edür  ni  　　  　nige    ye 
　　私　昔　３人称所属　酒　　飲む―完了相―副動・分離　次　　　日　　３人称所属　一つ　　も
　　nan shou 　ki-deg 　　　   　Ugei.
　　具合が悪い　 する―形動・習慣　否定
　　前はお酒飲んでも次の日に平気（具合が悪くならない）だった。‘nan shou’「难受」
　例 18）―23）により分かることはなどの漢語 ‘shi zong’「失踪」、‘ji chou’「记仇」、‘jing 
zheng’「竞争」、‘qian zi er’「签字儿」、‘bu qian’「补签」、‘tui xiu’「退休」、‘nan shou’「难
受」に動詞「ki」を後続させ、動詞の語彙的、文法的意味変化が ‘ki’ によって反映される
ことである。
　かくして、漢語をモンゴル語において動詞として機能させるために取るストラテジーに
ついては以上の三つにまとめることができたが、「漢語＋ ki」については、借用される漢
語の性質による使用上の違いが存在するため、さらなる分析が必要である。
4.2　「漢語＋ ki」の特徴
　動詞「ki」が借用に用いられる前、そもそもモンゴル語の動詞「ki」とはどのような性
質を持つものであるかを簡単に紹介しておきたい。
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　モンゴル語の動詞には、具体的な行動や動作を表す動詞 ‘unsiqu’「読む」、‘bicikU’「書く」
など、心理状態を表す動詞 ‘boduqu’「思う」、‘küsekü’「望む」、‘qorusqu’「恨む」など、
変化 , 発展の過程を表す動詞 ‘urGuqu’「生える」、‘qataqu’「乾く」など、また抽象的な動
作を表す動詞 ‘amiduraqu’「生きる」、‘kereglekü’「使う」、‘kikü’「する」などが含まれる（嘎
日迪 2001：369）。抽象的な動作を表す動詞 ‘kikü’「する」の語根は本研究で言及する ‘ki’
である。モンゴル語の ‘ki’ は他動詞であるが、モンゴル語では特定の対象に限定しない限
り対格語尾をとらないのが普通であるため、次の例のように ‘ködelgen （i）kikü’、‘keregül 
（i） kiged’ などの対格が隠れる場合が多い。
　例：ködelgen  ki-kü   運動する
　　　運動　　　  する―形動・未来
　　　keregül   ki-ged   喧嘩して
　　　喧嘩　　　する―副動・分離
　また「蒙汉词典」によれば、動詞 ‘ki’ には①作る、製造する；②たずさわる、従事する、
行う、催す；③入れる、積み込む、盛る；④装身具をつける；⑤策略、手段などを使う；
⑥一定の儀式を行って特定の関係を結ぶこと；⑦人にひどい損害を与えるという意味が含
まれるが、漢語に後続させる場合は「②たずさわる、従事する、行う、催す」であると思
われる。
　モンゴル語（②の意味で）では名詞に ‘ki’ を後続させることによって、その名詞が意味
することを行うという意味を表す。しかし、この場合は ‘ki’ の前に来る語が名詞であり、
それが、漢語借用の場合、漢語の名詞はもちろん、動詞にも後続させることができるよう
になる。
4.2.1　‘ki’ を後続させる二音節語
　例文 24），25）では、同じく「虐待される」という意味を表すのにそれぞれ ‘nue dai-
Gda’（漢語＋接辞）と ‘nue dai   ki-gde-jü’（漢語＋ ki）の形を取った。同様に、26）, 27）で
は ‘lian xi-sen’ と ‘lian xi  ki-gsen’、28），29）では ‘tan wu-cike’ と ‘tan wu  ki-cike-ged’、
30），31）では ‘zhu yuan-jU’ と ‘zhu yuan  ki-jU’、32），33）では ‘yun che-kU’ と ‘yun 
che ki-kU’、34）, 35）では ‘nan shou-ciqe’ と ‘nan shou ki-cike’、36），37）では ‘an pai-
Gad’ と ‘an pai ki-ged’ というようにそれぞれ同じ借用漢語を用いりながら「漢語＋接辞」
タイプと「漢語＋ ki」タイプの両方において漢語に直接付けられる接辞と ‘ki’ に付けられ
る接辞が同じものであり、同じ意味を表す。
　24） nue dai-Gda-ciqa-Gsan  　　　            　　　　　  sig   bayina  site.
　　　虐待する―受身（v → v）―完了相（v → v）―形動・完   よう　助動詞   肯定 
　　　まるで虐待されたみたい。‘nue dai’「虐待」 
　25） nue dai    ki-gde- ü 　　　　     　　　   bayi ai,   tanar   㶜ini. 
　　　虐待する   する―受身（v → v）―副動・並列　助動詞　  ２複数　２人称所属 
　　　あなたたち虐待されていたね。　‘nue dai’「虐待」
⎧
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　26） terge  merge   lian xi-sen 　　   　  kereg   ügei,    bi   ol u     ögkü-ye.
　　　車　 　（重複）     連絡する―形動・完了　必要　　 否定　　私　探して　あげる―願望
　　　車なんか連絡（探す）しなくてもいい、私が探してあげる。‘lian xi’「联系」
　27） lian xi 　 ki-gsen　　　    ügei,　 bai-㶜iqa-Gsan.　　　　　      
　　　連絡する　する―形動・未来　否定　   止る―完了相―形動・完了
　　　もう連絡を取っていないです。‘lian xi’「联系」
　28） tere      　㶜ini  　　  odo    yi bai duo wan   　tan wu   ki-㶜ike-ged,  
　　　指示代名詞  ２人称所属　今　　百万元余り　　　　　着服する   する―完了相―副動・分離
　　　odo　 ende　 bayina　 gene.
　　　今　　 ここ　　いる　　　伝言
　　　 あの人百万元余りの公金を着服してしまって、今ここにいるそうです。
　　　‘yi bai duo wan’「一百多万」、 ‘tan wu’「贪污」
　29） xamiGa      e㶜e   yi bai duo wan   　tan wu-㶜ike       　 uu?  　　　
　　　疑問代名詞　奪格　百万元余り　　　　　着服する―完了相　　疑問助詞
　　　どこから百万元余りの公金を着服しているの？‘yi bai duo wan’「一百多万」、 
　　　‘tan wu’「贪污」
　30） baGa   güü  ni        　 er ke   dü       zhu yuan- ü    　　  baina.
　　　小さい 息子  ３人称所属  小児科　与位格　入院する―副動・並列　助動詞
　　　下の子が小児科に入院している。‘er ke’「儿科」、‘zhu yuan’「住院」
　31） zhu yuan  ki- ü  　　　   　baina   gegseger    kou-qü 　　　 　ugei    site.   
　　　入院　　　  する―副動・並列　助動詞　言ったら　　引く―形動・未来　否定　　肯定  
　　　入院していると言ったら（給料）引かないでしょう。‘zhu yuan’「住院」、‘kou’「扣」
　32） büdügün  ban che  bol   yun che-kü 　     ni 　　　  GaiGui.
　　　大きい　　 バス　　　なら  酔う―形動・未来　３人称所属　大丈夫
　　　大きいバスならあまり酔わない。　‘ban che’「班车」、‘yun che’「晕车」
　33） odo  yun che 　min che 　　　ki-kü  ni, 　　　  　üile.
　　　今　  車に酔う　  車に酔う（重複）する―形動・未来　　 辛い
　　　車に酔ったりするのが辛い。　‘yun che’「晕车」
　34） xoduGadu  ni 　　  　 basa　  nan shou-㶜ike 　    uu?　　　　
　　　胃　　　　  ３人称所属　また　　 具合が悪い―完了相　 疑問助詞         
　　　胃がまた痛くなったの ?　‘nan shou’「难受」
　35） ayomar  nan shou 　ki-㶜iqa-na 　　　　　 
　　　とても　  具合が悪い   する―副動・並列―未来　　
　　　具合がとても悪くなる。　‘nan shou’「难受」
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　36） tere 　　   ni 　      　a il   an pai-Gad  　　  　　ogkü-㶜ike  　uu?
　　　指示代名詞  ３人称所属　仕事　 配置する―副動・分離　あげてしまう　疑問助詞
　　　あの人が就職させてあげたの？　‘an pai’「安排」
　37） keüken  eyen    　a il  　 i  　 ni         　 an pai   　ki-ged.
　　　娘　　　  再帰所属　仕事　 対格　３人称所属　 配置する　 する―形動・分離
　　　娘に就職させた。　‘an pai’「安排」
　それでは、接辞と ‘ki’ の前に借用されるすべての漢語がこの二つの形に置き換えられる
のかと言えば、そうでもない。まず、‘ki’ の前に用いられた漢語は接辞をつけて語幹とし
て使うことにはほとんど問題がないが、「漢語＋接辞」の漢語のすべてに ‘ki’ を後続させ
ることはできない。その原因を明らかにするため、コンサルタントに次のような質問調査
を行った。
　録音データから得られた「漢語＋接辞」の例を「漢語＋ ki」の形に入れ替え、そのよ
うな表現が認められるかどうかについて、コンサルタントの全員に質問調査した。例えば、
19）の ‘liu xue － ü’ を ‘liu xue  ki ü’ に、20）の ‘qing ke-㶜ike-ye’ を ‘qing ke ki-㶜ike-ye’ に
置き換えが可能か否かということである。
38） tere  basa  yapon   du 　   liu xue- ü 　　　  　 baina　   uu?
　　彼　　も　   日本　   与位格　 留学する―副動・並列　 助動詞　　疑問の助辞
　　彼も日本に留学していますか？　‘liu xue’「留学」
39） önüdür   bi    qing ke-㶜ike-ye.                          
　　今日　　   私　  奢る―完了相・願望
　　今日は私が奢りましよう。　‘qing ke’「请客」
質問調査に用いた漢語と得られた結果が表２である（表中の○は容認することを表す）。
表３
B O S YR G Y A HH SB HL X H
mo fang 模倣する ○ ○
zhe teng 苦しめる ○ ○ ○
luo suo くどい ○ ○ ○ ○
qi fu いじめる ○ ○ ○ ○ ○ ○
shang ban 出勤する ○ ○ ○ ○ ○
liu xue 留学する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
dao luan 邪魔する ○ ○ ○ ○
shi zong 行方不明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
jie hun 結婚する ○ ○ ○ ○
dao mei 運が悪い ○ ○ ○
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B O S YR G Y A HH SB HL X H
ti lou 提げる ○ ○ ○ ○
Fa yi 訳す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
bang jia 連行する ○ ○ ○ ○ ○ ○
liu xing 流行する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
qing ke おごる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ren zhen まじめ ○ ○
nue dai 虐待する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
nan shou  苦しい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
shi mian 不眠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
xia ban er 退勤する ○ ○ ○
zhu chi 司会する ○ ○ ○ ○ ○ ○
qin quan 侵害する ○ ○
lu qu 採用する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
shang liang 相談する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
shang huo のぼせる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
duan lian 鍛える ○ ○ ○ ○ ○
dai kuan ローンを借りる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
xiangzhong 気に入る ○ ○ ○ ○
qian zi er サインする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
xia xiang 農村へ行く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
mian shi 面接する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
lian xi 連絡する ○ ○ ○
zhong jiang 宝籤に当たる ○ ○ ○
fa xian 発見する ○ ○ ○
da gong アルバイトする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
xi zao お風呂に入る ○ ○ ○ ○ ○
yuan wang ぬれぎぬ ○ ○ ○ ○
bu zhi  手配する ○ ○
jie jue 解決する ○ ○ ○
tong hua 通話する ○ ○ ○ ○ ○
da di タクシーに乗る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
de zui  恨みを買う ○ ○ ○ ○ ○
yun che 車に酔う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
jian kao 監督をする ○ ○ ○ ○ ○
kai xue 始業する ○ ○ ○
ling dui   隊を率いる ○ ○ ○ ○ ○
qiang jiu 緊急手当する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
jin huo  仕入れる ○ ○ ○ ○
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B O S YR G Y A HH SB HL X H
yun ji 飛行機に酔う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
jie 出る
kai 開ける
you  郵送する
da 打つ
ban まぜる
tuo 頼む
qia 摘み取る
she かけ売り
pan 判決する
shai 日に当たる
bi 追い込む 
kou 引く 
fa 配る
mo 磨く
bian 作る
bi  比べる
Shi  試す
qi 怒る ○ ○ ○ ○
pian 騙す
zhuang 組み立てる
pai 派遣する
dai 連れる 
tong 通じる
jia 挟む
zhang 張る
kao 焼く
pin 寄せ合わせる
zha 揚げる
hun  無駄に日を送る
lian  練習する
shua 遊ぶ
tan 弾く
chao 超える
dui  合わせる
pei マッチする
tiao 調整する
dao 入れ替える
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B O S YR G Y A HH SB HL X H
chou 引き抜く
tang パーマをかける
gu 雇う
　（○＝この表現を容認する）
　表に見られるように ‘ki’ の前に借用される漢語のほとんどが二音節である。なお、質問
調査によってコンサルタント（４人）に容認された単音節漢語が一つだけがあった。それ
は例 34）に現れた ‘qi’「怒る」であり、単音節であるにも関わらず ‘ki’ を後続させること
ができる。
40） edür　 bolGan　  namayi    qi     qi-ged  　　　　  baina.　　　　　       
　　日　　　度　　    　私（対格）  怒る   する―副動・分離　 助動詞
　　毎日私を怒らせます。‘qi’「气」
　「漢語＋接辞」の場合は接辞の前に来る漢語は単音節か、二音節であるが、「漢語＋ ki」
の場合は、借用された漢語のほとんどが二音節であることが、このタイプの特徴の一つと
思われる。
4.2.2　‘ki’ が漢語名詞に後続する場合
　4.2.1 では ‘ki’ が後続できる漢語のほとんどが二音節であることが明らかになったが、借
用漢語が名詞である場合のモンゴル語における扱いについて見てみたい。
41） shou shu    ki-gsen  　　　   u      daraGa   ariqi   bür    uuGu- u   　　  　ügei.
　　手術　　　　する―形動・完了　 所属　あと　　　酒　　 全然　 飲む―副動・並列　否定
　　手術した後、お酒は全然飲んでいない。　‘shou shu’「手术」
42） xasila   wei jing     ki-lge-sen             　　  ni 　　　     degere.
　　やはり   胃カメラ　　 する―使役態―形動・完了  ３人称所属　　いい
　　やはり胃カメラをやってもらった方がいい。　‘wei jing’「胃镜」
43） jun xun  ki-gsen  　　　  ni  　　   Gar   ni  　 　　ködel- ü       　  㶜ida-xu      
　　軍事教育　する―形動・完了　３人称所属　手　 ３人称所属　動く―副動・並列　できる―形動・未来
　　Ugei.
　　否定
　　軍事教育したら手が動かない。　‘jun xun’「军训」
　例に現れた ‘shou shu’「手术」、‘wei jing’「胃镜」、‘jun xun’「军训」をモンゴル語に入
れ替えるとそれぞれ以下のようになる。
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41）′mese zasa（n.）  ki-gsen    手術した
　　 手術　　　　　 　 する―形動・完了
42）′qoduGadun  u  　 duran（n.）   ki-lge-sen  胃カメラしてもらった
　　 胃　　　　　　属格　望遠鏡　　　する―使役態―形動・完了
43）′㶜erig  un  　bolbasoral   ki-gsen   軍事教育した
　　 兵士　　属格　 訓練　　　　 する―形動・完了
　したがって、‘ki’ を漢語名詞に後続させる場合はモンゴル語の名詞のような扱いである
と思われる。
4.2.3　‘ki’ が漢語動詞を後続する場合
　モンゴル語では、‘ki’ を動詞に後続させないことを 4.2 で述べたが、借用された漢語動
詞に後続する現象が数多く見られる。
44） abu 　    tai 　　  　ban 　　    　shang liang   ki-jU          　　 Uje  de.
　　お父さん　共同格語尾　再帰所属語尾　相談する          する―副動・並列　見る  確認
　　父と相談してみてください。‘shang liang’「商量」
45） tere  　　  ni  　    　nige  ger   deng ji  ki-㶜ike-bel  　 　    　　yaGadaG    yum?
　　指示代名詞　３人称所属  一つ　部屋  予約する  する―完了相―副動・条件 疑問代名詞  助詞
　　お部屋を一つ予約しておけば。‘deng ji’「登记」　
46） namayi 　 tui xiu  　ki-tele    　　　  ögere  nige     zhi du    GaroGad      irene.
　　私（対格）　 定年する　する―副動・限界　ほか　　一つ　　制度　　　出て　　　　来る
　　私が定年する時はまたほかの制度が出て来る。‘tui xiu’「退休」、‘zhi du’「制度」
47） beye   ben  　 　zhen xi 　 ki-kü  　       　  ügei   ni       　　yamar      uxaGan  
　　自身　　再帰所属　大切にする　する―形動・現在　否定　 ３人称所属　疑問代名詞　意味　 
　　tai     　  yum  boi?
　　～がある　肯定　 疑問
　　自分のことを大切にしないのはなぜだろう？‘zhen xi’「珍惜」
48） eregtei   ben    　 basa  zhuan zheng      ki-㶜ike-ne  　　  　ge ü  bodo ü  baiGa
　　旦那さん　再帰所属  も　　 正式の職員になる   する―完了相―未来　助詞　思う　 　助動詞
　　ba    da.
　　推測  確認
　　旦那さんも正式の職員になれると思っているだろう。‘zhuan zheng’「转正」
49） ba ba    tiao zheng  ki-ged 　　　     29 　   u      bol-Ga-㶜iqa- u   
　　お父さん  調整する　　する―副動・分離　29 日　 属格　なる―n → v―完了相―副動・並列
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　　gene.
　　伝聞
　　お父さんが 29 日に変更させたそうです。‘tiao zheng’「调整」
　例文の ‘shang liang  ki- ü ’「相談して」、‘deng ji  ki-㶜ike-bel’「予約してもらえば」、‘tui 
xiu  ki-tele’「定年するまで」、‘zhen xi  ki-kü’「大切にする」、‘zhuan zheng  ki-㶜ike-ne’「正
式の職員になる」、‘tiao zheng’「调整」などの表現をモンゴル語に入れ替えると以下のよ
うになる。
44）′yari-l㶜a- u   相談して
　　 言う―共同態―副動・並列　
　　 *yari-l㶜a　　ki- ü
45）′dansa-la-Gul-㶜iqe-bal  予約してもらえば
　　 帳簿―n → v―使役態―完了相―副動・条件
　　*dansa-la-Gul   ki-㶜ike-bel
46）′a il   e㶜e   amar-tala  定年するまで
　　 仕事　奪格    休む―副動・限界
　　*a il  e㶜e   amar  ki-tele
47）′qayira-la-qu   大切にする（愛する）
　　 愛―n → v―形動・未来
　　*qayira-la　 ki-kü
48）′ingkine-㶜ike-ne   正式になる
　　 本物―完了相―未来
　　* ingkine　 ki-㶜ike-ne
49）′tokiraGulu-Gad   調整して
　　 合わせる―副動・分離
　　*tokiraGulu　 ki-ged
　例文のように、モンゴル語の動詞がモンゴル語の動詞 ‘ki’ の前に来ることができないの
に、漢語動詞の借用語は ‘ki’ の前に置かれることがある。このような現象に関連し、
Moravcsik（1978：111）は、ニューギニアの言語である ENGA 語に借用される動詞が
ENGA 語の動詞 lenge（完全に）と pingi（叩く）という二つの動詞を後続させることに
ついて、「ENGA 語動詞 lenge と pingi は名詞と連接する場合のみに使用され、動詞と連
接する場合には使用されない」と述べ、英語の動詞 lose（ENGA 語では lusa と借用され
ている）と win（ENGA 語では wini/winimi と借用されている）を ENGA 語に借用する際
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lusa lenge「完全に負ける」、wini  lenge「完全に勝つ」となるため、lose と win は名詞
として見なされていると述べている。
　一方、モンゴル語の動詞 ‘ki’ も前述したように動詞ではなく、名詞に後続するため、‘ki’
の前に借用された漢語動詞は名詞として見なされていると思われる。
５．Muysken の「借用動詞の適応ストラテジー」による位置付け
　借用漢語がモンゴル語で動詞として機能するためのストラテジーを筆者のデータから分
析した結果、「漢語＋屈折接辞」、「漢語＋派生接辞」、「漢語＋ ki」となった。ところで、
これらの借用スタイルの Muysken（2000）の「借用動詞の適応ストラテジー」への適応
を見てみよう。Muysken（2000）は、借用動詞の適応ストラテジーを次の二通りに定義、
分類している（pp.184-220）。
１） 挿入動詞（inserted verbs）：挿入動詞は、受け入れる言語で実動詞（full verb）とし
て機能するが、時には形態的な改造を必要とする。
① 原形動詞の借用：原形動詞（bare verb）は直接挿入され、借用語は改造する必要がない。
なお、これは受け入れる言語に動詞の屈折がない場合に起きる。
　例：スラナン語6) がオランダ語から動詞を借用する
　　　Sranan ＜ Dutch
　　　Now  kawana  ben  besta  altijd.
　　　now   kawana PST  exist   always
　　　‘Now, kawana has always existed.’ ［Dutch］ desta ‘exist’
② 受け入れる言語の接辞をつけて語幹となる：これも直接挿入であるが、受け入れる言語
の接辞を付ける。例えば、動詞の屈折。
　例：ケチュア語がスペイン語から動詞を借用する
　　　Quechua ＜ Spanish
　　　mayun maylli -yku-spa, warmanayan rayku
　　　　　　taste-INT-SUB
　　　‘not tasting it, because of its beloved’ ［Spanish］ maylli ‘taste’
③ 語幹の改造：屈折形などとして利用される前に接辞による語幹の改造（動詞化するなど）
が必要とされる。
　例：ポルトガル語が英語から動詞を借用する
　　　Portuguese ＜ English
　　　boar-ar ‘board, live in a boarding house’
　　　fris-ar  ‘freeze’
２） 借用複合動詞（bilingual compound verbs）: ‘bilingual complex verbs’ とも呼ばれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　
6) スラナン語とは南アメリカ北東部のスリナム（Surinam）共和国で話されている英語をもとにしたク
レオール語；taki-taki とも言う。
317
モンゴル語における漢語借用要素に基づく動詞形成（祎）
これらの動詞は、受け入れる言語では実動詞（full verbs）として機能せず、受け入
れる言語の屈折動詞と結合する必要がある。
① 動詞（verb）＋結合する動詞（adjoined verb）：これは借用動詞と結合する動詞　
（helping verb）の連合体である。
　例：ナバホ語が英語から動詞を借用する
　　　Navaho ＜ English
　　　Nancy  bich’i’  show   anileeh
　　　　　　３: to           ２: make
　　　‘Nancy shows me.’
② 名詞化（nominalization）：借用された語彙が名詞として扱われる。例えば、「do the x」
のような構文。
　例：ギリシア語に英語の動詞が借用される
　　　Greek ＜ English
　　　O    Petros   kani   retire .
　　　the  Petros   do     retire
　　　‘Petros is retiring.’
　本稿で言及した「漢語＋屈折接辞」タイプは、Muysken の１）挿入動詞（inserted 
verbs）のうち「②受け入れる言語の接辞をつけ、語幹となる」に当てはまると思われる。
理由としては、挿入動詞（inserted verbs）ストラテジーの「挿入動詞は、受け入れる言
語では実動詞（full verb）として機能する」という点と「…受け入れる言語の接辞を付け
る。例えば、動詞の屈折」との二点に基づくと考えられる。例えば、4.1.1 に挙げた例２）
の漢語動詞 ‘da’「打つ」はモンゴル語動詞 ‘coqi’「打つ」の代わりに借用され、屈折接辞の
‘-qu’ を付けたが、‘da’ は語幹として受け入られる際改造されない（‘da-qu’ はモンゴル語で
‘coqi-qu’ というようになる）。
２） teyimü  örlüge  erte    ７ 㶜aG  ber   da-qu  　　      　yum    cini.
　　そんな　  朝　　　早い　 ７時　   造格　打つ―形動・現在　 肯定　　２人称所属
　　朝７時に電話するから。　‘da’「打」
　また、「漢語＋派生接辞」も１）挿入動詞（inserted verbs）であるが、③「語幹の改造」
に当てはまると思われる。理由として考えられるのは、「挿入動詞は、受け入れる言語で
は実動詞（full verb）として機能するが、時には形態的な改造を必要とする」こと、及び
「屈折形などとして利用される前に接辞による動詞化が必要とされる」ことの二つの条件
が挙げられる。例文 13）の漢語 ‘shuai’「投げる」はモンゴル語動詞 ‘Guyada’「投げる」の
代わり持ちいれられたが、屈折接辞 ‘-Gad’ を付ける前に派生接辞 ‘-Gda’ による動詞化が必
要とされる。
13） egüde  ni  　  　 negege-gde-ged               　　　  shuai-Gda-Gad  
　　ドア　　３人称所属　開く―使役態（v→ v）―副動・分離　　 投げる―使役態（v→ v）―副動・分離
　　ükü-㶜ike-ne    　　 siü.
　　死ぬ―完了相―未来　 肯定
　　ドアが開けられ投げられて死んでしまうよ。　‘shuai’「甩」
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　最後に、「漢語＋ ki」については、２）借用複合動詞（bilingual compound verbs）ス
トラテジーの「②）名詞化（nominalization）」であると判断する。判断の根拠となるのは、
「これらの動詞が受け入れる言語では実動詞（full verbs）として機能することができず、
受け入れる言語の屈折動詞と結合する必要がある」こと、及び「借用された語彙が名詞と
して扱われる。例えば、do the x のような構文」が考えられる。4.2.3 でのべたように ‘ki’
が漢語動詞に後続する場合は名詞として見なされる。
44） abu 　    tai 　　  　ban 　　    　shang liang   ki- ü          　　 ü e  de.
　　お父さん　共同格語尾　再帰所属語尾　相談する          する―副動・並列　見る  確認
　　父と相談してみてください。‘shang liang’「商量」
６．まとめ
　本稿では中国内モンゴル自治区、シリンホト市に定住するモンゴル族のモンゴル語にお
ける漢語の借用、特に漢語を動詞として借用する際どのようなストラテジーが用いられた
のかについて考察し、その特徴を分析した。
　まず、その形態的な特徴によって３種類に分けることができる。
　１．漢語を語幹として借用し、モンゴル語の屈折接辞を直接つける；
　　　「漢語＋屈折接辞」タイプ
　２．漢語を語幹として借用し、モンゴル語の派生接辞をつけてから屈折変化する；
　　　「漢語＋派生接辞」タイプ
　　１） 漢語にモンゴル語の名詞から動詞を派生する派生接辞（出名動詞接辞）をつけ、
動詞化してから屈折接辞を付ける。
　　２） 漢語にモンゴル語の動詞から動詞を派生する派生接辞（出動動詞接辞）をつけ屈
折接辞を付ける。
　３． 漢語に日本語の「する」を意味するモンゴル語の動詞 ‘ki’ を後続させることによっ
て動詞としての働きを果す；
　　　「漢語＋ ki」タイプ
　モンゴル語に漢語を借用する際に起きるこれらの現象は、Muysken（2000）が提唱す
る「借用動詞の適応ストラテジー」の中の「挿入動詞（inserted verbs）」ストラテジーと
「借用複合動詞（bilingual compound verbs）」ストラテジーで説明することも可能である。
　なお、「漢語＋ ki」については漢語の性質の違いによる使用上の違いが存在するため、
次のような特徴がみられる。
　１． ‘ki’ の前に借用される動詞のほとんどが二音節動詞であり、単音節語の借用はほと
んど見られない。
　２．借用された漢語が名詞である場合はそのまま ‘ki’ の前の位置で用いられる。
　３．借用された漢語が動詞である場合は、動詞が名詞として扱われる。
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